
三
　
大
学
の
質
の
向
上
の
た
め
の
制
度
改
革
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（
一
）
設
置
認
可
制
度
の
的
確
な
運
用

　
文
部
科
学
大
臣
に
よ
る
公
私
立
大
学
の
設
置
の
認
可
に
当
た
っ
て

は
、
ま
ず
、
認
可
申
請
を
受
け
た
文
部
科
学
大
臣
は
、
学
識
経
験
者

な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
大
学
設
置
・
学
校
法
人
審
議
会
に
こ
れ
を
諮

問
す
る
。
審
議
会
に
お
い
て
は
、
申
請
が
大
学
設
置
基
準
等
の
法
令

に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
が
専
門
的
な
見
地
か
ら
審
査
さ
れ
、
一

定
の
教
育
研
究
水
準
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
も
の
に
つ

い
て
、
文
部
科
学
大
臣
が
認
可
を
行
う
。
こ
う
し
た
設
置
認
可
制
度

の
仕
組
み
は
、
我
が
国
の
大
学
の
教
育
研
究
水
準
を
確
保
す
る
上
で

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
設
置
後
の
大
学
に
つ
い
て
は
、
学
問
の
進
展
や
社
会
の
変
化
・
二

ー
ズ
に
機
動
的
・
弾
力
的
に
対
応
し
て
組
織
改
編
を
行
う
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
平
成
一
五
年
度
か
ら
、
大
学
が
授
与
す
る

学
位
の
種
類
及
び
分
野
を
変
更
し
な
い
場
合
に
は
、
届
出
に
よ
り
学

部
・
学
科
な
ど
を
設
置
で
き
る
制
度
を
導
入
し
て
い
る
（
学
校
教
育

法
第
四
条
第
二
項
）
。
平
成
一
八
年
度
開
設
の
大
学
新
設
及
び
学
部

な
ど
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
認
可
・
届
出
の
総
数
四
八
二
件
中
、
届

出
が
二
五
六
件
を
占
め
て
お
り
、
届
出
制
が
積
極
的
に
活
用
さ
れ
て

い
る
。
な
お
、
学
部
な
ど
の
設
置
の
届
出
に
際
し
て
事
前
の
審
査
は

行
わ
れ
な
い
が
、
法
令
に
適
合
し
な
い
届
出
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

文
部
科
学
大
臣
が
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
よ
・
2
爺
令
で
き
る
仕
組
み

と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
近
年
、
申
請
書
類
に
虚
偽
の
内
容
を
含
ん
で
い
た
り
、
真

実
性
が
強
く
疑
わ
れ
た
り
す
る
事
例
や
、
設
置
計
画
の
準
備
が
拙
速

に
行
わ
れ
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
見
ら
れ
る
不
認
可
や
申
請
の
取
り

下
げ
が
起
き
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
平
成
一
七
年
一
一
月
、
審
査
結

果
の
答
申
に
当
た
っ
て
、
大
学
設
置
・
学
校
法
人
審
議
会
会
長
（
永

田
眞
三
郎
関
西
大
学
教
授
）
が
コ
メ
ン
ト
を
公
表
し
、
申
請
者
に
対
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し
て
拙
速
な
準
備
を
戒
め
る
と
と
も
に
、
文
部
科
学
省
に
適
切
な
対

応
を
求
め
た
。

　
文
部
科
学
省
で
は
、
こ
の
コ
メ
ン
ト
を
踏
ま
え
、
大
学
院
大
学
の

審
査
期
間
の
確
保
、
虚
偽
申
請
に
対
す
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
明
確
化
、

認
可
又
は
届
出
に
係
る
設
置
計
画
の
履
行
状
況
調
査
の
充
実
な
ど
を

柱
と
す
る
所
要
の
制
度
改
正
を
行
い
、
平
成
一
八
年
度
か
ら
施
行
す

る
予
定
で
あ
る
。

（
二
）
認
証
評
価
制
度

　
平
成
一
六
年
度
か
ら
、
国
公
私
立
全
て
の
大
学
、
短
期
大
学
、
高

等
専
門
学
校
（
以
下
、
大
学
等
と
い
う
。
）
が
そ
の
教
育
研
究
な
ど

の
状
況
に
つ
い
て
、
定
期
的
に
、
文
部
科
学
大
臣
の
認
証
を
受
け
た

第
三
者
評
価
機
関
（
認
証
評
価
機
関
と
い
う
。
Y
か
ら
評
価
を
受
け

る
制
度
を
導
入
し
た
。
こ
の
制
度
は
、

・
評
価
結
果
が
公
表
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
大
学
等
が
社
会
に
よ
る

　
評
価
を
受
け
る

・
評
価
結
果
を
踏
ま
え
て
大
学
等
が
自
ら
改
善
を
図
る

こ
と
に
よ
っ
て
、

大
学
等
の
教
育
研
究
活
動
な
ど
の
質
の
向
上
を
目

的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
、
こ
の
制
度
で
実
施
す
る
評
価
に
は
次
の
二
種
類
が
あ
る
。

・
大
学
等
の
総
合
的
な
状
況
の
評
価

　
　
大
学
等
の
教
育
研
究
、
組
織
運
営
及
び
施
設
設
備
の
総
合
的

　
な
状
況
に
つ
い
て
、
七
年
以
内
ご
と
に
評
価
す
る
。

・
専
門
職
大
学
院
の
教
育
研
究
活
動
の
評
価

　
　
専
門
職
大
学
院
の
教
育
課
程
、
教
員
組
織
そ
の
他
教
育
研
究

　
活
動
の
状
況
に
つ
い
て
、
五
年
以
内
ご
と
に
評
価
す
る
。

　
こ
の
評
価
制
度
の
特
色
と
し
て
は
、

・
各
認
証
評
価
機
関
が
自
ら
定
め
る
評
価
基
準
に
従
っ
て
評
価
を

実
施
す
る
こ
と

・
大
学
等
が
複
数
の
認
証
評
価
機
関
の
中
か
ら
評
価
を
受
け
る
機

　
関
を
選
択
す
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
大
学
等
の
自
主
性
・
自
律
性
に

配
慮
し
つ
つ
、
各
大
学
等
の
個
性
を
活
か
し
た
評
価
を
行
う
こ
と
を

可
能
と
し
て
い
る
。

　
な
お
、
文
部
科
学
大
臣
に
よ
る
評
価
機
関
の
認
証
は
、
認
証
を
申

請
す
る
者
に
つ
い
て
、
評
価
の
基
準
、
方
法
、
体
制
な
ど
が
一
定
の

基
準
（
認
証
基
準
）
に
適
合
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
、
中
央
教

育
審
議
会
で
審
議
し
た
上
で
認
証
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
五
機
関

の
認
証
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
財
団
法
人
大
学
基
準
協
会
で
は
、
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平
成
一
六
年
度
に
は
じ
め
て
三
四
大
学
を
対
象
に
認
証
評
価
を
実
施

　
し
、
一
七
年
三
月
に
そ
の
結
果
を
公
表
し
て
い
る
。

　
　
今
後
は
、
こ
れ
ら
認
証
評
価
機
関
に
よ
る
評
価
に
よ
っ
て
、
大
学

　
等
の
質
が
保
証
さ
れ
る
と
と
も
に
、
大
学
等
の
教
育
研
究
活
動
の
活

　
性
化
や
個
性
輝
く
大
学
づ
く
り
が
、
よ
り
一
層
推
進
さ
れ
る
こ
と
が

　
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
　
ま
た
、
大
学
が
そ
の
社
会
的
責
任
を
果
た
し
て
い
く
た
め
に
は
、

　
自
ら
の
教
育
研
究
の
理
念
・
目
標
に
照
ら
し
て
、
教
育
研
究
活
動
の

　
状
況
を
不
断
に
点
検
・
評
価
し
、
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
自
己
改
善

　
　
へ
努
力
し
て
い
く
こ
と
が
基
本
と
な
る
こ
と
か
ら
、
認
証
評
価
制
度

望展
と
は
別
に
、
学
校
教
育
法
に
お
い
て
、
全
て
の
大
学
が
自
己
点
検
．

の
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
る
。

政行育教
（
三
）
国
際
的
な
大
学
の
質
保
証

等高度
　
　
高
等
教
育
を
巡
る
世
界
的
情
勢
は
、
経
済
・
社
会
・
文
化
の
グ
ロ

年侶
ー
バ
ル
化
に
伴
い
、
学
生
や
教
員
、
専
門
職
人
材
の
各
国
問
で
の
流

成
動
性
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
大
学
の
海
外
分
校
の
設
置
、
外
国
の
教

平　
育
機
関
と
の
連
携
、
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
等
を
通
じ
た
国
境
を
越
え
た
教

集特
育
の
提
供
な
ど
、
国
際
的
な
大
学
問
の
競
争
と
協
働
が
進
展
し
て
い

る
。
そ
の
一
方
、
「
デ
ィ
グ
リ
ー
・
ミ
ル
」
（
偽
学
位
販
売
業
者
）
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
他
国
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
ケ
ー
ス

も
出
て
き
て
お
り
、
学
生
等
を
保
護
す
る
こ
と
が
国
際
的
な
課
題
と

な
っ
て
き
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
平
成
一
六
年
三

月
に
学
識
経
験
者
な
ど
に
よ
る
調
査
研
究
協
力
者
会
議
に
よ
り
「
国

境
を
越
え
て
教
育
を
提
供
す
る
大
学
の
質
保
証
に
つ
い
て
」
が
取
り

ま
と
め
ら
れ
た
。

　
本
提
言
を
踏
ま
え
、
平
成
一
六
年
一
二
月
に
所
要
の
制
度
整
備
を

行
い
、
外
国
大
学
の
日
本
校
、
及
び
我
が
国
の
大
学
の
海
外
校
の
位

置
付
け
を
明
確
に
し
た
。
具
体
的
に
は
、
外
国
大
学
等
の
日
本
校
の

う
ち
本
国
に
お
い
て
正
規
の
大
学
等
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
教
育

施
設
と
し
て
、
文
部
科
学
大
臣
が
指
定
し
た
も
の
を
修
了
し
た
者
に
、

我
が
国
の
大
学
院
等
へ
の
入
学
資
格
を
認
め
た
り
、
我
が
国
の
大
学

等
と
の
問
で
転
学
、
編
入
学
、
単
位
互
換
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

ま
た
、
我
が
国
の
大
学
の
海
外
校
が
大
学
設
置
基
準
な
ど
を
満
た
し

て
い
る
場
合
、
海
外
校
に
お
い
て
教
育
課
程
を
修
了
し
た
上
で
、
卒

業
し
た
者
に
対
し
て
、
日
本
の
大
学
の
学
位
を
授
与
す
る
こ
と
な
ど

を
可
能
と
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
ユ
ネ
ス
コ
（
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
）
及
び
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望
O
E
C
D
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
に
お
い
て
、
質
の
高
い
教
育
を

展の
提
供
す
る
枠
組
み
の
構
築
や
、
学
生
等
の
保
護
の
た
め
に
各
国
の
関

政
係
者
が
取
り
組
む
べ
き
事
項
等
が
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
策
定
さ

行育
れ
た
。
文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
今
後
と
も
、
事
前
評
価
と
し
て
の

教等
行
政
に
よ
る
設
置
認
可
と
事
後
評
価
と
し
て
の
第
三
者
評
価
の
適
切

鵬
な
役
割
分
担
と
協
調
に
よ
る
大
学
の
質
保
証
緩
極
的
最
り
組
む

年
と
と
も
に
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
図
る
な
ど
、
ユ
ネ
ス

　蘭
コ
／
O
E
C
D
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
た
施
策
を
実
施
し
て
い

平
く
こ
と
と
し
て
い
る
・

築特
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